
 

 

 

 

 

 

 

 

第２次さぬき市男女共同参画プラン(改訂版)  

２０１９(令和元)年度から５年間の基本方針を策定しました。 

 
※ 詳しくは、さぬき市ホームページ[https://www.city.sanuki.kagawa.jp/executive/cooperate]をご覧ください。  ⇒⇒⇒ 

 

 

男女共同参画につながる市民企画事業  ～男女共同参画推進活動事業～  

男女共同参画意識の変化につながる市民主体の活動を支援しました。 
 

「超高齢社会を見据えた、在宅介護推進事業」 
さぬき市 

婦人団体連絡協議会 
参加者 263 名 

超高齢社会を迎え、介護のあり方や命との向き合い方に悩む人が増えている中で、在宅医療に取組む小笠原望医師による 

講演を通じて、性別を超えた先にある「人と人との絆の大切さ」を考える機会を提供した。 

「ＣＡＴＶで情報発信！」パート２ 
～１２人にひとりはＬＧＢＴ．生きづらい社会を変えなくっちゃ!～ 

いきいき市民の会「明風」 番組制作・放映 

地方部でも性的少数者（セクシュアルマイノリティ・LGBT）が社会課題の一つとして認識されるようになった中で、LGBT 当事者を

ゲストに招いた番組の制作、さぬき市コミュニティ放送（CATV）での放映を通じて、多様性を認め合う必要性を訴えた。 

「男女共同参画の視点からキャリアを考える」出前講座 さぬき市キャリアサポート 中学生 252 名（３回） ほか 

さぬき市内中学校の職場体験学習の一環として「仕事カード」を使ったワークショップを実施し、次世代を担う子どもたちに、自分

らしくいきいきと生きることが「将来の夢・職業」と深く結びついていることに気づく機会を提供した。 

「釈迦族の末裔による国際交流事業」 おへんろつかさの会 参加者 72 名 

外国人遍路巡礼者が増加し、コミュニケーションに不安を感じる市民がいる中で、日本の大学で指導する外国人教員を招いた

講演を通じて、市民の国際理解を深める機会を提供するとともに、参加者から「外国人をもてなすためのアイディア」を募り、外

国人遍路巡礼者への対応のあり方を検討した。 

「映画から考える」 
～世界を男女共同参画の視点で楽しく学ぶ～ 

さぬき市友好翼の会 参加者 132 人（３回） 

市民の生き方や価値観が多様化する中で、「生きる」をテーマにした外国映画上映と意見交換を通じて、地域に暮らすさまざま

な世代の市民に「男女共同参画の大切さ」を考えてもらう機会を提供した。 
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